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はじめに
へミングウェイは 20世紀の文学者としては，最も華麗な生涯を送った作
家の 1人だが(1899-1961)，彼の名声を決定づけ，今日なお愛読されている
作品は， The Sun Also Rises (1925)であり， A Farewell to Arms (1929) 
であろう(もっともその最期は，銃砲による自死だったが[この作家の父親
も，弟も妹も自死を遂げている])。また，同時期に刊行された短編集InOur 
Times (1925)とMenwithout Women (1927) も，心に残る名作の宝庫と
して文学史に残るものだろう。本稿で取り上げる“TenIndians"は， 1927 
年刊の短編集に，“TheKillers"や“Hillslike White Elephants"等の代
表作と共に収められた，原典で6ページ程の短篇小説である。
この作品は，アメリカの独立記念日を背景に，作中の中心人物である白人
の少年と，彼が交際しているインディアンの少女をめぐる物語だが，その聞
に，彼女も含めて 11人のインディアンの存在が話題になっている。ところ
が，作品のタイトルは rl0人のインディアン」なのである。これは一体ど
ういうことなのだろうか。本稿は，そのあたりの謎をいっとき考えて見たL、。
ただ，それに先だって，先ず本作品の読み取り方について，一読後の考えを
記してみよう。そののち，作中に存在するインディアンの数が， 10人なの
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か，それとも 1人なのかという謎について，一応の答え安出したうえで，
もう一つの角度からのこの短篇の読み方を考察し，あわせてこの作家の技巧
の愉しみ方にも触れてみたい。なお，最後にこの作品(ひいては文学作品)
色英語の捜業で取り上げることの意義についても，多少触れておきたい。
1.“Ten Indians"について
本作品は，次の引用のとおり，ある年の 7月4日，作品の主要登場人物の
少年Nickが， Garner家の家族と一緒に町の野球大会を楽しんだあと，家
路をたどっているところから始まっている。
After one Fourth of July， Nick， driving home late from town in the 
big wagon with Joe Garner and his family， passed nine drunken 
lndians along the road. He remembered there were nine because 
.. (331)1) 
余計な形容詞も，ことさらお酒落な表現も無く，基礎的な文法知識があれば
誰にでも読めるような簡素な文章であることに，またしかし，実際に表現す
るとなると，そう容易には描くことのできない明解な文であるこ占に，改め
て驚くところである。さらに先を読むと，ガーナ一家の父親(Joe)は，酔
い潰れた r9人目のインディアンJを，たらたらと不平をこぼしながら道路
端へ片づけている(この日は，アメリカ白人にとっては独立記念の目出度い
日だが，この閉じ日が，先住民族にとっては，祝日どころか人間性も土地も
奪われた敗残・屈辱の日であること安，一家が遭遇した9人もの「酔い潰れ
たインディアン」の様子に見て取ってよいだろう)。
さて，一行の道中で，作品の中心人物のニックは(10代前半と思われる
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が，作中にはそれを明解に示す手がかりは一切ない)，現在交際しているイ
ンディアンの恋人Prudence(プルーデンス/通称ブルーディ)のことで，
同行の家族たち(夫妻と 2人の男の子〉にからかわれる。たとえば，ガーナ一
家の息子が，彼を冷やかすシーンを見ると;
“He goes to see her everyday" 
“1 don't." Nick .. felt hollow and happy inside himself to be 
teased about Prudence Mitchell. (332) 
ここには，恋人のことをからかわれて恥ずかしくはあるが，実際はまんざら
でもない少年の心の微妙な揺らぎが巧みに書かれており，初々しい恋の喜び
がうまく表現されている一節と言えるだろう。
ニックが家に帰り着くと，父親が待っており(なお，母親の不在と言うこ
とは，ヘミングウェイのもう一つの主題)，その日のそれぞれの過ごし方に
ついて語り合う。やがてニックは，父親の口から，この日話題になっていた
彼の恋人プルーディが，同じ民族の少年FrankWashburnと，森の奥で楽
しんでいたことを聞き，大きなショックを受ける。その 2人のインディアン
の様子について，彼が父親からあれこれ執拙に聞き出そうとするシーンは，
以下のように描かれている。
His father sat watching Nick eat pie. 
“What did you do this afternoon?" Nick asked. .. 
“1 saw your friend， Prudie." 
“Where was she?" 
“She was in th巴woodswith Frank Washburn. . They were 
having quite a time 
His father was not looking at him. . 
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“Were they - were they -一"
“Were they what?" 
“W ere they happy?" 
“国旦笠旦ニ"
His father got up from the table and went out the kitchen screen 
door. When he came back Nick was looking at his plate. He had 
been crying. (下線引用者， 335-6) 
少年が，恋人の実際の姿を必死に訊ねたがる様子が，固に浮かぶようだ。一
方，父親の姿のなかには，愛情のある父親だったら言わないでおくような，
思慮にやや欠けるように思われる言葉や，いささか唐突であったり不自然で
あったりするような行動が見られるのではないだろうか。息子を大事に思う
普通の父親だったら，わが子の「恋人が別の男と会っていた」ことや，まし
て「大いに楽しんでJいたり， 1幸せそうだったJなどといったことは，ま
ず言わないだろう。しかも，息子が 12人は…， 2人は…」と言いよどんで
いるときに，その少年が敢えて言う勇気もなく，敢えて訊く気持ちにもなれ
ない究極的な言葉まで，父親はわざわざ(あたかも意図的に)，“Werethey 
happy?"と本人の口から言わせる。そう言わせたうえで，平然と肯定の応
え安息子の耳に怯えているのだ。またさらに，その決定的な言葉が交わされ
た直後，父親は，何のためにキッチンに立ったのだろうか。何をしに行った
のだろうか(これらについては，あとでもう一度触れたい)。
やがて，彼は胸の痛みを覚え，失恋の思いを抱いて寝付き，朝になって目
覚めるところで，作品は終わっている。
He lay for a long time with his face in the pillow， and after a 
while he forgot to think about Prudence and finally he went to 
sleep. When he awoke in the night he heard the wind .and waves 
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of the lake .. ， and he went to sleep. 1n the morning there was a big 
wind blowing and waves were running high up on the beach and he 
was awake a long time before he remembered that his heart was 
broken. (下線引用者， 336) 
これは，失恋の直後にしては，まことに淡泊な終わり方である。実際，こ
の桔末部分は，請者にとってなんとなく奇妙に思えるところが少なくない。
たとえば，床に入った少年は“heartbroken"を覚えながらも，1)やがて
“forgot to think about Prudie (336)"の状態で眠りに付くこととか， 2) 
夜中に目覚めても，朝になって目覚めても，風と波の大きな音が聞こえるだ
けで，彼女のことを思って胸を痛めることもないということ，そして， 3) 
彼が「“brokenheart"に気づくのは， 目覚めてから大分経ってから」のこ
と，という何点かである。一般の読者としては，できるものなら，彼が，1)
プルーディのその日の遊び相手ウォッシュバーンにジェラシーを抱いたり，
あれこれあらぬ(?)恕像をめぐらすなり， 2)失われた恋のことを思って
眠れぬ1夜を過ごし，やがて，のそのような悶々とした日々を，その後も 3
年間…，とは言わずとも，せめて3ヶ月ぐらいは続けて欲しいところなのだ
が。そのような，普通の読者の一般的な期待と比べて，作品のこの結末は，
なんとあっさりした摘写で終わっていることだろう。
これらのことを考慮に入れると，この作品は，まさにこのような有り様こ
そが「少年の初恋というものであり，またとくに，呉民族聞の恋のゆくえと
いうもの」とでも，言いたいのであろうか。さらに， I空しく吹く大きな風
の音や波の音」だけが，そんな彼の実態を象徴的に表しているのだと，読ま
せたいのだろうか。
かつて開高健という，寿屋(現在のサントリー)のコピーライターだった
作家で，後日「開高なくしてサントリー無し，サントリーなくして開高無し」
とまで言われた人物が，へミングウェイの作品一般を，こんなふうに言った
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ことカ1ある:
1. 1ストーリーだけに日を向けたら，風が吹いても顧が痛みそうなヤワ
な男が，ペンしかもったことのない忘れな草のような腕で書いた， 1紙
芝居」みたいなもの」
と。もっとも，このように厳しい目をもった作家も，へミングウェイの文章
の表現力については，次のように比類の無い名言を放っている。
2. 1ポエジーの爆発力の新鮮さは無類で，日で見る物をにおいで嘆ぎ，
物差しで計れるものを舌で祇めてみる男であるJ(~群衆の中の孤独Jl)
こうしてみると "Tenlndians"という作品は，上に結論めいた述べ方
で示したように，くたったこれだけの，まったく淡泊なストーリーの作品で，
「風が吹いても頭が痛みそうなヤワな」青年作家が描いた， 1紙芝居」のよう
な失恋物語)， と言ってよいのかもしれない。実際， この作品に関する本格
的な論考には， (筆者の不勉強のせいではあるが〉まず出会うことができな
いのも，本作品のこのようなもの足りなさのゆえと言っていいのかもしれな
L 、。
それにしても， 110人のインディアン」は，少年の初恋の終わりを描いた
作品と言って，おしまいにしてしまってよい作品なのだろうか。そのことに
ついて， もう少し考えてみたい。
2.主題について，もう一つの観点
先ず，この短篇のタイトルは， 10人のインディアン」と付けられている
のだが，よく考えて見ると，インディアンの人数は少し違っているのではな
いだろうか。すなわち，初めに，酔っぱらいの男達が9人いたし，一家の皆
が話題にしていた少女プルーディがいたし，更にもう l人，彼女と森のなか
で戯れていた恋人ウォッシュパーンがいたのだから。すると，インディアン
は全部で 1人いたということになるのではないか。
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だとすれば，作品のタイトルは，なぜ， (110人のインディアンJではな
く，)111人のインディアン」となっていないのだろうか。これは，ひょっ
として，ヘミングウェイが，何かのカンチガイでこのような重大なミスを犯
したのだろうか。だが，タイトルは作品中でも，最も3重要なもののはずであ
る。作者の単なるカンチガイなどと言って済ますことなどは，決してできな
いだろう。また，担当の編集者からのクレイムだって，無くはないだろう。
だとすれば，その日存在したインディアンは，やはりタイトルのとおり，
110人だった」ということなのだろうか。すると，誰かl人は，実在してい
なかったということなのか一一。
ただ，酔っ払いのインディアンが9人いたことは，ガーナ一家の人たちゃ
ニックが実際に見たり喋ったりした点から確かなことである。また， 10人
目として，プルーディという少女が存在していたことも，文脈からして確か
なことである。ところが， 1人目のインディアンであるウォッシュパーン
については，どうだろうか。彼は，ニックの父親の言葉のなかに出てきただ
けで，実の姿を見たり聞いたりしたうえでその日の存在を証明できる人物は，
この父親自身の伯には作中にはいない。そこで， もし父親がウソをついてい
たとしたら，どうなるのだろうか。
作品のタイトjレは， 110人の」と明確に示している。すると， 1人目のイ
ンディアンは，父親の作ったウソ・フィクシ罰ンだったのかもしれない。ひょっ
として，ウォッシュパーンは“始めからいなかった"ということなのではな
いか。そう言えば，先に父親とニックの会話のシーンの引用個所(テキスト，
pp.336-7)で触れたとおり，父親の言葉や動作には，親としては，かなり
非情であったり，不自然なところがあったりしていたのではないか。その点
は，特に引用者による下線を施した個所に多く見られたとおり，父親には，
何か含むものがあって，意図的に息子を辛く，やり切れない心情に陥れてい
るように見えるのだった。また，そこには，無理に作り話をでっちあげた父
親の，心情や立場の苦しさが表現されている個所と読むことができるところ
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もあった。たとえば，彼が r2人はとても楽しんでいたJと震ったあと，息
子の顔を直視できなかったり. (ことさら用も無いのに〉キッチンに立った
りするシーンなどに。これらの点を，作者が明言した rlO人のインディア
ン」ということと考えあわせると.11人目のインディアンの少年は，父親
の作ったフィクションに他ならないと考えてよいであろう。
それにしても，父親はなぜこんなフィクションをわざわざ作ったのだろう
か? これは，作品の書かれた 1920年代当時の白人の親たちの通念として，
子どもが異人種の子や先住民の子らと，つき合ったり結婚することを喜ばな
いという旧習を，ニックの父親も共有していたからと雷ってよいのではない
だろうか。だから彼は，息子の恋にも賛同できかねていた。そこで，息子に，
その恋を諦めさせ，放棄させるために，ウォッシュパーンと言う少年の名を
使って，あのような巧妙なフィクションを創作したのではないか。そして，
その父親自身も，いささか居心地の悪L、思いをしているシーンが描かれたの
が，この作品なのではないだろうか。
なお，内外の評論において，この作品が，へミングウェイの短篇のなかの
「優れた作品Jとして，評価されることがほとんどなかったり，研究書の諸
論考のなかで取り上げ綿密に論じられたことが，めったに無いのは，次のよ
うな理由によるのではないだろうか。すなわち，第一には，確かに，作品の
結末の尻切れトンボのような，少年の恋の緑緯のまったく淡白な表現でしか
ない，ということにあるのだろう。と同時に，ことによると，第二の理由と
して，“Tenlndians"という作品が，上述のように，人種差別という「ア
メリカ史の影の部分」を作中に潜めているために，アメリカの学会や社会の
人々としては，敢えて「読み(込み〉たくなかった」からだったのではない
だろうか([また，筆者の不勉強を晒すことになるのだが]息子の恋を諦め
るのを期待する父親像を読み取る評論はあるが，それをさらに，父親がフィ
クションをでっちあげて工作したという「推測Jや，その理由の「可能性J
まで読み込んだものではなかったと記憶している)。
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さて，ヘミングウェイには「氷山の理論」というものがあるのは周知のと
おりである。 “見えている部分はごく僅かに過ぎないが，見えない実体部分
は遥かに大きくて重い"という考え方である。本作品も，その「主題」自体
からして， この理論考をよく表現した作品と言えるだろう。つまり，その作品
の題名が暗示する部分をよく踏まえて， じっくりと考えていくと，作中人物
たちの背後の事情が読めてきて，それまで見えなかった部分も見えてくると
いう構造になっているのである。この作品の場合では，氷山の見える部分は，
少年の異人種聞の悲の問題をめぐる作品という体裁をしている。だが，やが
て，奥深くに隠されていた， <親(や社会)と子の視界の相違と葛藤〉とい
う主題の所在が，分かつてくるという仕掛けなのである O そして，この技の
冴えこそは，“やはりサスガに，へミングウェイだ!"と思わせるところな
のである。
3.もう一つの氷山の水中部分
以上のように，作者が「何か謎のようなもの/こと」をほのめかしておき
ながら，その田容を「空白のままに」放置することによって，かえって読者
を作中に引き込んで，その想像と創造に任せると言う手法。そして，読者の
参加・協力によって，作品の内容を一層豊かにさせていくといった手法は，
この作者がしばしば企むものである(また，この手法は，古来，内外の他の
作家にも，さらにまた，絵画等他の芸術の分野にも，見られるものである。
たとえば， I星の王子様」の[空気孔の空いた箱のなかの]羊の絵とか，フェ
ルメールの絵「手紙を書く t:.と侍女」で，見る者がそそられる手紙の内容の
謎など)。そこで次に，本作品中に謎として残された，もう一つの代表的な
個所を引き，その「空白」部の補充の試みを，かつて教室で学生諸君の書い
た応えやコメントの一部を示しながら，考えてみたい。
それは，ニックの恋人のことを，ガーナ一家の皆が冷やかしている最中の
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ことで， rガーナー夫人が，夫の Joeの耳元で何か嘱くと，夫は大声で突っ
た」という個所においてである。すなわち，以下の引用の下線部である;
“1'1 bet Pa wouldn't ever have had a squaw for a girl." 
“Don't you think it，" Joe said.“You better watch out to keep 
Prudie， Nick，" 
Hisωifeωhisperedωhim and ]oe laughe!d. 
“What you laughing at?" asked Frank. 
“Don't you say it， Garner，" his wife warned. Joe laughed again. 
“Nickie can have Prudence，" Joe Garner said.“1 got a good girl." 
“That's the way to talk，" Mrs. Garner said. 
(下線及びイタリック引用者， 333) 
作者は，夫人が夫の耳苅で謂った内容について， r空白Jにしたまま，最後
まで一切明かしていない。あとはただ，読者の想像に(あるいは，いささか
気楽な“読み飛ばし"に)，委ねているわけである。それにしても，夫人の
富葉はどんな内容だったと，読者は推測するだろうか。
そこで，以下の個所で，かつて教室に集った学生達の想像・創造の一部を
紹介してみよう九
1) [夫の前言を受けて]rインディアンの女性は身持ちが悪いですものね
/すぐ浮気をしますものねJ(K. T.)， rあなたも若い噴，インディア
ン女性にふられたことがあったんですものねーJ(Y. H.)。
2) [やや飛躍して]rあなたも最初の女性はインディアンだったわねJ
(R. H.)， rインディアンの娘は遊ぶにはいい相手ですものねJ(S. T.)， 
r~、くら物好きなあなたでも，今でもあの娘らに手を出してなんかい
ないでしょうねーJ(M. N.)， rあなたの方がいいに決ってるわ」
インディアンは 10人なのか.11人なのか? 19 
(Y. 1.)。
3) [他の作品."Fathers and Sons"の文脈から推測して]rインディアンの
娘はすぐ妊娠するから，ニックにも十分気をつけるよう言っておかな
くてはね~J (M.1.)。
学生遥の回答はいずれも，文脈を良く押えた，適確な回答と言ってよい。
また，機知に富んだものや，想定を超えた意外なものまであって，大変楽し
い想像力や創造の展開が見られるだろう。かくて，作者の潜めたこの「空白」
部は，作品をより一層味わい深いもの，豊鶴なものとしていると雷ってよい
のである。一方，教室の学生にとっても，作品の行間や，氷山の隠された部
分を，文脈に添って読み込み，背景の社会事情も考えあわせて，考察・推測
するという，極めて人間的な経験をすることができるのである。
4.おわりに一一文学作品を英語教材に
rlO人のインディアン」を題材にして，その内容をこんな風に丁寧に読ん
で文学作品を楽しんだり，作品の背景の盛史や文化の一端(場合によっては
その影の部分〉に触れたり，作者が仕掛けた「空白」部を，旺盛な想像力に
も頼りながら考察を進めることにより，読者の思考力は深まり，人や物を見
る目は一層複眼的になるだろう。すなわち，一人の大人の人間としてより望
ましい態度を，会得することができるであろう。
また，この作品においても，読者は英語の「読解力を向上させる」のため
のテキストとして，捉える事ができるだろう。読む際に特に注意したい英語
の蟻つかの藩本的な事項に触れることができるだろう:例えば，
1] 時制(過去完了の意味〉の理解，
2J 代名詞の捉え方，
3J 省略語句の読み取り方(“hehas [an lndian girIJ. too." 332 (ま
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た， too=先行する否定文に応じる言葉として「本当に，実際にJと
読む)，
4J また注意すべき単語の捉え方，とくに先生方がしばしば注意される，
“probably" (Dad prob些lywaited for me." 333や，上記の too)も
含めてたくさんある。そして.
5J 文脈の中で読みとらねばならない口語的語句・俗語的表現(例えば
上記の引用個所の最終行， That's the way to talk. 333)，等々があ
る。
なおまた，雷うまでもなく，
6J 日常会話に頻繁に用いられる便利な表現も多量に出て来る
(Thanks for taking me. 1 had a wonderful time. / We like to have 
you. 333/.. .he wiped his mouth旦 hisnapkin. 335. 
つまり， <文学作品は，英会話のテキストでもある〉と言ってよいのである。
文学作品の中には，この作家を始め，フイツツジェラルドやレイモンド・
カーヴァーなどの作品のなかには，内容も豊かで面白く，あわせて“教養の
テキスト/英会話のテキスト"としても有用であり，また勉強を楽しくする
ものが，たくさん考えられるであろう。今後とも，それらを織り込んだ英語
教材や英語クラスの運営については，十分に検討に値するものと言えよう。
なお最後に，卒業生との会などで耳にする， OB/OGの「学生時代の講
義や英語のクラスの思い出」の中で，一番良く出てくる話題は， (先生方自
身にまつわるエピソードは別格として〉文学作品を扱った教材の一節とか l
場面であること (Steinheckの短篇「朝めし」の一節とか， Caldwellの
「イチゴ摘み」の一節とか， Faulknerの「乾燥の九月」の脱帽すべき一行
とか)が， しばしばであることを付雷しておきたL、。
インディアンは 10人なのか， 1人なのか? 21 
〈注}
(本稿は， 2014年 10月の「日英言語文化学会」の[例会]で発表したもので，
旧稿「インディアンは 1人いたはずでは?一一へミングウェイの 110人のイン
ディアン」についてJ~明治大学教養論集通巻 384 号j (2004年3月〕の，特
に作品読解のポイントとなる個所に焦点を当て，大幅に改稿.修正したものであ
る)
1) テキストは，The Short Stories 01 Ernest Hemingway (1961) N. y.: Charlcs 
Scribner's Sonsによる。
2) 作品の「空白部」に関する学生の回答の個所は，やや旧くて恐縮だが， 2001 
年度明大政経学部 l年生のゼミの教室に集ってくれた諸君のものO 引用後のイニ
シャルは執筆した学生の姓名から。
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